
 

 

【別紙様式】 

令和５年度教育指導の重点及び学校経営計画  

学校番号  学  校  名 

３３  武義高等学校  

学校教育目標  
教科の学習や特別教育活動を通して、調和のとれた人格を形成することにより、高い志を持ち将来社会の発展に寄与できるリ

ーダーの育成を目指す。  

スクール・  

ポリシー  

『 育 て た い 生 徒 像 』 
グラデュエーション・ポリシー（ＧＰ）  

『 生 徒 を ど う 育 て る か 』 
カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー （ Ｃ Ｐ ） 

『 ど ん な 生 徒 を 待 っ て い る か 』 
ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー （ Ａ Ｐ ） 

・夢や希望に向け て自ら学習や部活

動に励む生徒  

・自分で正しい判 断や行動ができる

生徒  

・地域に愛着を持 ち地域の発展に貢

献できる生徒  

・知識や技能の定 着と、学ぶ意欲、

学ぶ習慣の育成  

・一人一人の個性 や能力の伸長と文

武両道の実現を推 進  

・ふるさと教育や ＳＤＧｓ教育の実

践を通し、課題を 解決する力の育成  

・自分で目標を定 め、勉強や部活動

に意欲的に取り組 む生徒  

・自他の違いを認 め合い、心の優し

さと強さを持った 生徒  

・ふるさとを愛し 、地域の様々な活

動に積極的に参加 する生徒  

教育指導の重点  

（今年度の具体的な重点目標）  
重点目標の達成に必要な具体的取組、方策 達成度の判断、判定基準あるいは評価指標  

１ 高校生のための学びの

基礎診断等を活用し、進

路目標達成等に必要な確

かな学力を養成する。  

 

 

①  高校生のための学びの基礎診断等から学習成果・課題を定期的に  

分析し、常に学習指導法と評価方法を検証し、改善に努める。  

②  ＩＣＴ教育を積極的に取り入れた授業改善を推進し、教科指導の  

力量を向上させ質の高い授業を実践するとともに、主体的な学習態  

度を育成する。  

③  家庭学習習慣の維持定着を図るため、小テストなどの方策を積極  

的に実施し、生徒の思考力、判断力、表現力を伸長させる。  

❶ 高校生のための学びの基礎診断や外部模  

試結果の分析と教科・学年会の対応  

❷ 授業研究会での分析、授業アンケートの  

結果等からの授業改善  

❸ 考査、外部模擬試験等の成績結果や自宅  

学習時間調査等についての経年比較  

２ 生徒理解に努め、生徒

の健全な発達を図るとと

もに、進路希望の実現を

達成する。  

 

 

 

①  週１回の定期的な生徒情報交換会を開催し、常に生徒の状況を迅  

速に把握し、適切な対応が取れるようにする。  

②  教師が教育相談的な見地から生徒理解に努めるように研修会を実  

施し、組織的な対応で生徒を観察し、最適な生活指導を行う。  

③  大学教員の出前講座、大学見学会、企業見学会、インターンシッ  

プ等の充実したキャリアガイダンスを行い、明確な進路意識を持た  

せ、希望の実現に向けて努力を継続させる。  

❶ 不登校生徒や問題を抱えた生徒の状況の

把握と対応  

❷ 外部評価(アンケート､学校運営委員会等)

及び問題行動の発生数  

❸ 企画実施後の生徒アンケート、外部評価  

アンケートの結果による事業改善  

３ 地域に開かれた学校と

して広報活動の充実及び

地域社会に貢献する教育

を推進する。  

 

 

 

①  「地域課題探究」を通して、地域の魅力を知り、地域課題を発見  

し、生徒たちが主体的に解決策を模索できるように支援する。  

②  生徒を地域の各種行事へ積極的に参加させ、地域活性化に貢献す  

るとともに、地域の教育力で生徒に社会性を身に付けさせる。  

③  ホームページの定期的な更新、武義高ニュースのアップをするこ 

とにより地域から愛される学校となることを目指す。  

❶ 地域の魅力を理解し、地域課題の解決策  

 を提案する生徒たちの主体的な取組  

❷ 地域行事へのボランティア参加者数と地  

域住民の武義高生の取組に対する評価  

❸ ホームページの更新回数、アクセス数増  

加の工夫、武義高ニュースで活動を公開し

て地域住民の評価に対する改善  


